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1．は じめに

　水琴窟 とは，地中に 埋 め た瓶内 で，水滴が瀬底 に 溜

ま っ た水 面 に落 ち る際 に音が反 響 し，琴 の よ うな音を

発する 音響装置で あ る 。 私 は水 滴音か ら どの よ うに し

て 綺麗 な 音色に 変化す る の か 不 思議 に 思 い，この 音 の

発 生機 構 につ い て 探 究 した。私 は こ の よ うな 日常生活

で の 体験が学校 で 学習す る 内容 へ の 動機 づ け と して 展

開で きれ ば，学習内 容に 取 り組む姿勢づ く りを促す こ

とに効 果 が あ る と考えた。

　そ こ で ，水琴窟 をテー
マ と した 自由な発想力 を促 す

探究プ ロ セ ス の 開発を探る こ とに した。

2 ．水琴窟の響きの探究

実験 1 ：水 琴窟 か ら聞 こ え る音 は音 源 で 発 生 した 音 が

瓶 の 外 で どの よ うに 変 化 して い る か を調 べ た

方 法 ：水琴窟の 上 部（水門）と下部（水 面）で の音 を同時 に

録 音 した（IC レ コ
ー

ダ
ー、マ イ ク使用）。

図 ：水琴窟の 音発生 時の 上部（左 図）と下部（右図）の 波形

の 様子（＊ a ： 1000Hz
，b ：eOOOHz を示す）

結 果 ：図 1か ら，水 面 で発 生 した 音は瓶 の 上部（水門）

に 届く際に は，約 800Hz と約 1100　Hz で ピークが 見

られ た。この こ とか ら反響音 の
一

部が外 に 出て，水琴

窟の 音 を形 成 して い る こ と が わ か っ た。

実 験 2 ：水琴 窟 の 音を発 生す る水 滴音 にっ い て 調 べ た

方 法 ；水滴の 大き さを変 え，反 響音が 聞 こ え る度合

い （音量 ・音質につ い て 5 段 階） を評価 した （水 滴 の

体積 は ビ ュ レ ッ トで 50 滴を 3 回滴定 した平均値，反

響音 の 度 合 は ， 水滴 を 50回、高 さ 130　cm（始点か ら水

面）か ら 3 回滴下）。

表 ：水滴毎の 水琴窟の 反響音の 聞こ えやす さ

体 積 （  〉 0．0670 ．0920 ．1190231

度合（平均） 1．221 ．492 ．013 ．68

結果 ；水滴 の 大きさが O．231cfiと大 き い と き，水滴が

水 面 を落ちる度に音量 ・音質 とも安定 し た反響音を聞

くこ とが で きた．こ の こ とか ら，水 滴 の 大 き さ に よ っ

て 音発 生 の 安定性に 違 い が あっ た。

3 ．水の不思議の 探究

実験 3 ： 水滴 音の 発 音機 構 を探 っ た

方法 ： 実験 2 を，瓶を用い ず に行 っ た。ハ イ ス ピード

カ メ ラを用い て 水滴の 大き さ毎に 水面に 落ちる まで の

様 子 を観察 した。

結果 ：水滴は ビ ュ レ ッ トか ら離れ た直後に 二 つ に分裂

し，先に 落ち る水 滴 （大〉が 作る 水 面 の く ぼみ に ，後か

ら落 ちて くる 水滴（小 〉が 包み込 ま れ ，気泡 が 生 じ、大

き な音が発生する こ とが推測で きた。こ の 水滴 の 分裂

が ， 音発 生 の 不安定 さに 関わ っ てい る と推測 で きる。

4 ．授業実践

　 中学校 （2年 生 14名）を 対象 と した グル
ープ活動。

水 琴窟 の 音 だ けを ス ピーカ ーか ら闘か せ ，植木 鉢 な ど

を用 い て 水 琴窟 の 音 作 りを行 っ た。以 下 に 生徒 の 主 な

気 づ き を示 した。

・水の 音が水琴窟 の音を作っ て い る こ と

・音が響 くに は空 間が必 要 な こ と

・水 の 音発 生時 に気泡 が で き る こ と
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